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第一支部

第一支部報告

ア．28 年度第 3回勉強会
　（ア）日時：平成 29 年 2 月 16 日（木）　19：00 〜 20：50
　（イ）会場：コムナーレ浦和　15 集会室
　（ウ）参加人数：35 人
　（エ）内容：
　　Ⅰ．28 年度会計報告　　　　　　地区理事　双木邦博
　　Ⅱ．メーカー講演　19：10 〜
　　　『RSNA2016 報告　〜これからのCT開発における方向性〜』
� シーメンスヘルスケア株式会社　CT事業部　吉田　博和
　　Ⅱ．⼀般講演　19：40 〜
　　　『結核感染の対処と様々な結核画像』
� さいたま市立病院　双木　邦博
　　Ⅲ．特別講演　20：10 〜
　　　『DRLを知り撮影線量最適化を図ろう！』
� 公益社団法人埼玉県診療放射線技師会　公益委員
� 済生会川口総合病院　志藤　正和

イ．平成 28 年度第 2回役員会
　（ア）日時：平成 29 年 3 月 17 日（土）
　（イ）会場：JCHO埼玉メディカルセンター
　（ウ）出席人数：12 人
　（エ）内容：来年度計画について

ウ．Dual-energy CT セミナー 2017（第 1,2,5,6 支部合同勉強会）
　（ア）日時：平成 29 年 3 月 18 日（土）10：30 〜
　（イ）場所：浦和コルソコミュニティプラザ
　（ウ）参加人数：112 人
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第二支部

　現在、平成 28 年 3 月 27 日（月）。暦の上でも立春がすぎ、カレンダーのイラストも春めかしいものも
多く見受けられますが、年度の変わり目とは思えないほどの寒い日が続いております。
　さて、第二支部は 2017 年 3 月 18 日に開催された「Dual-Energy CT セミナー 2017」をもって平成 28
年度の事業が全て終了となりました。本誌においても開催報告を掲載させていただいたとおり今年度は定
期勉強会に加え（第六回は悪天候で中止となりましたが…）、循環器 CT セミナー 2016 から始まり、熊谷
での支部合同勉強会、骨軟部撮影セミナー 2017、Dual-Energy CT セミナー 2017 と、過去最多の勉強会・
セミナーの開催となったのではないかと思います。内容についてもそれぞれ特色があり、勉強会ごとに初
見の参加者も多く見受けられお褒めの言葉もたくさんいただき、本当に心の底から「やりがい」というも
のを実感できた年でありました。これらの勉強会が開催できたのもひとえにご協力いただいた埼玉県診療
放射線技師会の役員の皆さま、支部理事、そして思いに賛同していただいた実行委員の皆さまのおかげで
あり、この場を借りて厚く、そして熱くお礼申し上げます。
　ここからは私の独り言となりますが、勉強会の開催に当たり、メインテーマやセッション内容、そして
集客力というものは成功のためにとても重要であります。しかし、私が一番大切にしているのは、陽の当
たらない役目を引き受けていただいた実行委員への協力と感謝であります。事前の会計収支の計算や領収
証の作成、寒い（暑い）中でセッションも聞けずに行う受け付け業務、大人数とお店での板挟みに合いな
がら何ヵ月も前から準備し、とりまとめていただいた懇親会の担当者、複数のメーカーさんを相手に機器
展示をとりまとめてくれる委員の方など、本会だけでは見えない働きをしていただいた方がたくさんい
らっしゃいます。そして、そのような仕事を引き受けていただくのはこれからの技師会を担う若手の技師
であることが多いと思います。勉強ざかりの年代でありながら、運営のためにと裏方を引き受けた実行委
員がたくさんいらっしゃいます。これからの勉強会やセミナーに参加される際にはぜひこのような方たち
に一言「ありがとう」「お疲れさま」と声を掛けてください。この一言がこれからの埼玉の礎を築くこと
になると私は思っています。
　来年度からも第二支部は他支部と協力しながら精力的に活動していくと思います。隣に協力してくれる
誰かがいることが当たり前だと思わずに、常に思いやりと感謝を持って活動していただくことで学術的な
レベルの高さに加え、温かさの伝わる埼玉県診療放射線技師会になるのではないかと思います。今後とも
ご協力のほどよろしくお願い致します。

第二支部会からのお知らせ

平成 28年度第二支部事業総括
所沢ハートセンター　柴　俊幸
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第三支部だより 
 

 
第三支部理事 渡部 進一 

謹啓  

春暖の候、会員の皆さまにおかれましてはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。 

 さて、３月 17 日(金)に開催されました、平成２８年度定時総会・三支部勉強会におき

ましては、ご多忙のところ多くの方々にお集まりいただき誠にお礼申し上げます。お陰を

もちまして、当日の定時総会、勉強会ともに無事終了することができ、平成２８年度事業

予定を全て完了することができました。第三地区・支部事業の運営に際しましては、会員

の皆さまより多大なお力添えをいただき、心より感謝しております。また、今回の役員改

選により第三支部代表の任を退くことと相成りました。３年間の任期中には、皆さまから

の温かいご支援、お引き立てを賜りましたことを心より感謝申し上げます。 

今後は埼玉医科大学国際医療センター所属の山岸正和 氏が第三支部代表を務める事に

なりましたので会員の皆さまには何卒、倍旧のご支援とご協力を賜りますよう、お願い申

し上げます。 

敬白  
 

【報告事項】 

（１）第３０回 川越市健康まつり 

   ア．開催日時： 平成 28 年 12 月 11 日（日）10：00～15：00 

イ．開催会場： 川越駅西口 ウェスタ川越 多目的ホール 

ウ．参加人数： ９人(地区役員) 来場者 約３５０人 

エ．内  容： 「あなたのための医療画像展」を開催。 

 

 

 

 

 

 

 

                川越市 健康まつりにて 

 

 

（２）第三地区 新年会 

ア．開催日時：平成 29 年 1 月 28 日（土） 19:30〜21:30 

 イ．開催会場：函館海や （川越店） 埼玉県川越市脇田町７‐１ 鳥熊ビル２Ｆ 

 ウ．参加人数 ：３０人 

 

 

第三支部
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第三地区 新年会の様子 

 

（３）第５回 第三支部役員会 

ア. 開催日時：平成 29 年 2 月 20 日（月） 19:30〜21:30 

イ．開催会場：ウェスタ川越 予定 

ウ．参加人数：６人 

エ．内  容：平成 29 年度事業計画・地区総会について 

 

 

（４）平成 28 年度 第三支部・地区定時総会 

ア．開催日時：平成 29 年 3 月 17 日（金）19:00～19:30 

イ．開催会場：ウェスタ川越 第１会議室 

ウ．参加人数：23 人（委任状 150 通） 
エ．内容：定期総会審議事項 

審議-1：平成 28 年度事業報告＿審議結果：承認 

審議-2：平成 28 年度決算報告＿審議結果：承認  

審議-3：平成 29 年度事業計画案＿審議結果：承認 

審議-4：平成 29 年度予算案について＿審議結果：承認  

審議-5：平成 29 年度役員改選＿審議結果：承認 

・地区代表幹事：山岸 正和 （埼玉医科大学国際医療センター） 

・副代表幹事 ：森下 勝  （埼玉医科大学国際医療センター） 

・会計幹事  ：中田 智仁 （埼玉医科大学国際医療センター） 

・会計監査  ：今井 昇  （旭ヶ丘病院） 

・幹  事  ：佐藤 正彦 （埼玉医科大学総合医療センター） 

・幹  事  ： 轟  圭介 （埼玉医科大学総合医療センター） 

・幹  事  ：市川 隆史 （埼玉医科大学病院） 

・幹  事  ：橋本 利恵子（埼玉医科大学病院） 
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（５）第３回 第三支部勉強会 

ア．開催日時：平成 29 年 3 月 17 日（金）19:30～21：00 

イ．開催会場：ウェスタ川越 第 1 会議室 

ウ．参加人数：28 人 

エ．内  容： 

（ア）メーカー講演 

「タブレット端末の導入と病院全体の情報共有強化」 

～メッセンジャーがコミュニケーションを変える今企業のコミュニケーション変革とは～ 

菱洋エレクトロ株式会社ＩＣＴ営業第二本部 マーケティング部 

志村 幸洋 氏 

（イ）特別講演 

   「ＤＲＬを知り撮影線量最適化を図ろう！」 

医療法人社団愛友会 上尾中央総合病院 放射線技術科主任 

公益社団法人 埼玉県診療放射線技師会 常務理事（公益） 

佐々木 健 氏 

 

 

第三支部ホームページ 

http://saitama3shibu.jimdo.com/ 
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第四支部

　今回のぶらりは鴻巣市です。第四支部の中では南に位置し、くくりとしては「県南」に属していると鴻
巣市民は思っています。おいおい、萩ちゃん、四支部って鴻巣市も入るの？！広いなぁ〜。
　無知な私にごめんなさい、脱線したので話をもどしましょう！
　鉄道は JR高崎線が通っていて、最寄り駅は JR鴻巣駅、JR北鴻巣駅、JR吹上駅です。セミナーなどで
大宮に行くことが多いですが、JR 鴻巣駅から JR 大宮駅までは約 20 分とそこそこの時間で行くことがで
きます。第四支部中心の熊谷市にもそこそこの時間で行けるので便利です。そんな鴻巣市といえば、免許
センターがある場所として、車を運転する方であれば一度は訪れているのではないでしょうか。他の支部
の方にすると「何て遠い免許センターだ」という声が聞こえてきそうです。
　市のキャッチフレーズは「ひな人形と花のまち　こうのす」です。毎年、2 月〜 3 月初旬に「鴻巣びっ
くりひな祭り」が行われます。ひな人形で飾る日本一高いピラミッドひな壇が鴻巣市役所に登場し、何度
見てもその大きさに度肝を抜かれます。まだご覧になってない方はお勧めします。
　また鴻巣市には日本一があります。それは「川幅日本一」です。鴻巣市と吉見町の間を流れる荒川の川
幅が 2537m で日本一ということです。その「川幅日本一」にあやかって鴻巣市ではいろいろな「川幅」
グルメがあります。川幅うどんをはじめ、川幅ラーメン、川幅海鮮丼、川幅せんべいなどもあるようで
す。要は幅の広いグルメということです。
　私はその中でも、川幅うどんを食べ比べしてみました。お店によって川幅うどんでも全然違います。
　麺の幅の太さも店によってそれぞれですが約 7 〜 8cm です。あまりの太さに「これで本当にうどん
か？」というものもあります。また店によっては食べやすいようにナイフとフォークも一緒についていま
す。お店のご主人に話しを聞いたら普通のうどんと小麦粉の量は変わらないとのことでした。しかし、食
べてみるとなぜか普通のうどんよりお腹が満腹になったような気がします。見た目のせいでしょうか？
ホームページには「川幅グルメマップ」も載っています。まだ食べたことがない方はぜひ一度ご賞味くだ
さい。

　　さて、次は何処を紹介しようかなぁ〜

� 第四支部のぶらり旅は、つ・づ・く

ぶらり第四支部の旅
Vol．3

第四支部　齋藤　幸夫・萩原　貴之
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日本一高いピラミッドひな壇

色々なお店で食べ比べるのもおススメです

川幅うどん　約 7〜 8cm

「川幅日本一」鴻巣市
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第五支部

第五支部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
情報交換会以外でもご意見ご提案があれば気軽にご連絡ください 

 

支部の活動にご協力いただける方からのご連絡待っております. 

 

下記でもご案内をしております。 

http://sart-daigoshibu.jimdo.com/ 

 

 

情報交換会   

 

場所：春日部市民活動センター〔ふれあいキューブ〕 

5 月 25 日 １９：００～(予定） 

6 月 22 日 １９：００～(予定） 

      詳しくは SART の HP などでご案内致します。 

（気軽にご来場していただいてご意見などお伺いできれば幸いです） 

 

テーマなど皆さんのご意見をお待ちしています。 

ご参加ご協力をお願い致します。 

 

第五支部理事 矢崎 (i-yazaki@sart.jp) 
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第六支部
 

 
 
巻頭言  

知恵と経験  
 

大 宮 中 央 総 合 病 院  
秋 谷 龍 一 郎  

 
今 ま で 経 験 し た こ と の な い 問 題 や 出 来 事 に 遭 遇 し た 時 に 、「 以 前 体 験 し た 事

象 と 似 て い る 」 と 感 じ た こ と が あ る 人 は 少 な か ら ず い る だ ろ う 。 過 去 の ケ ー

ス で あ っ た 問 題 に 近 い も の を 参 考 に し て 、 今 回 も 同 様 の ア プ ロ ー チ 、 ま た は

少 し 違 っ た 角 度 か ら の ア プ ロ ー チ を 駆 使 し て 解 決 で き る の で は な い だ ろ う か

と 。 そ し て 自 分 自 身 の 経 験 の 中 で ベ ス ト で あ ろ う 選 択 を し て い く 。 そ の 経 験

が 問 題 の 所 在 と 解 決 の 方 法 を 高 い 確 率 で 推 測 す る こ と が で き る 。  
仕 事 上 で 何 ら か の 予 想 外 の ケ ー ス が 起 き た 場 合 に 、 過 去 の 経 験 や 蓄 積 し た

知 識 に 照 ら し 合 わ せ て 、 同 じ 事 象 や 類 似 の ケ ー ス を 見 つ け 出 し 解 決 に あ た ら

な け れ ば な ら な い 。 こ の 作 業 は そ の 人 の 経 験 や 知 識 の 総 量 が 多 い ほ ど 簡 単 な

も の に な り 、 精 度 も 高 く 、 ス ピ ー ド も 速 く な る 。 き ち ん と し た 仕 事 が で き る

総 合 的 な 仕 事 力 を つ け る た め に は 、 や は り 豊 富 な 経 験 と 幅 広 い 知 識 が 必 要 に

な っ て く る 。  
た だ し 、 こ こ で い う 知 識 と は 単 に 書 物 を 丸 暗 記 し た だ け の も の で は な い 。

知 識 と い う も の は 、 そ れ を 簡 略 化 し て い つ で も 使 え て 行 動 に 移 せ る 「 知 恵 」

に し て こ そ 意 味 が あ る 。 知 識 の 本 質 を 理 解 し て こ そ 、 知 恵 を 身 に 付 け る こ と

が で き る 。 そ の 知 恵 を 身 に 付 け る と い う こ と は 言 わ れ た こ と だ け を た だ や る

の で は な く 、 言 わ れ た そ の 先 ま で 自 分 で 考 え 、 理 解 し て い こ う と 努 め る こ と

に あ る の で は な い か 。  
例 え ば 、 何 か の 問 題 が 起 き た と き に 、 教 え て も ら っ た 通 り や っ て う ま く 対

応 で き た と す る 。 そ れ で よ し と す る 人 は い つ ま で も 知 識 止 ま り だ 。 し か し 、

知 識 を 知 恵 に 変 え て い け る 人 は 必 ず そ の 先 ま で 考 え る 。な ぜ 問 題 が 起 き た か 、

ど う す れ ば 防 げ る の か 、 派 生 す る 問 題 は 何 か 、 も っ と 良 い ア プ ロ ー チ の 方 法

が あ る の で は な い か 、 な ど 「 な ぜ 」 を 繰 り 返 し 物 事 の 本 質 に 迫 ろ う と す る 。

知 恵 を 会 得 す る と い う こ と は 、 常 に 問 題 意 識 を も っ て 向 上 し て い こ う と す る

意 識 の 高 さ で あ る 。  
何 事 に も 「 も う で き る ！ も う 分 か っ た ！ 」 と 自 分 自 身 で 思 い 込 み を す る 前

に き ち ん と 物 事 の 本 質 を 見 極 め て 、 理 解 を 深 め て い く こ と に 努 め な け れ ば な

ら な い 。 そ し て き ち ん と し た 知 恵 に し て 経 験 を 積 み 重 ね て 行 か な け れ ば な ら

な い 。  
 

埼玉県診療放射線技師会  

第六支部  

巻 頭 言 秋 谷 龍 一 郎

平 成 年 度 定 期 総 会 資 料

平 成 年 度 第 回 定 期 講 習 会 報 告

平 成 年 度 第 回 定 期 講 習 会 案 内

旧 役 員 退 任 挨 拶
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平 成 2 8 年 度 埼 玉 県 診 療 放 射 線 技 師 会 第 六 支 部 定 期 総 会 報 告  

 
第 六 支 部 理 事 高 嶋 豊  

 
去 る 2 月 2 3 日 （ 木 ） に 、 公 益 社 団 法 人 埼 玉 県 診 療 放 射 線 技 師 会 第 六 支 部 定 期 総 会

が 行 わ れ 、 総 会 は 無 事 終 了 致 し ま し た 。 お 忙 し い 中 多 く の 出 席 者 お よ び 委 任 状 あ り が

と う ご ざ い ま し た 。  
ま た 、 役 員 選 挙 に よ り 来 期 第 六 支 部 会 長 が 変 更 に な り ま す 。  
平 成 2 9 年 度 、3 0 年 度 第 六 支 部 会 長 埼 玉 県 立 小 児 医 療 セ ン タ ー 山 口 明 と な り ま す 。 
平 成 2 9 年 度 は 新 し い 役 員 体 制 と な り 、 会 員 の 皆 さ ま に は ご 協 力 と と も に 、 ご 指 導 、

ご 鞭 撻 の ほ ど よ ろ し く お 願 い 致 し ま す 。  
 

平 成 2 8 年 度 埼 玉 県 診 療 放 射 線 技 師 会 第 六 支 部 総 会 議 事 録  
 
1 .  日 時 平 成 2 9 年 2 月 2 3 日 （ 木 ）  

1 9 時 0 0 分 ～ 1 9 時 3 0 分  
2 .  場 所  指 扇 病 院  
3 .  会 員 数 2 7 3 人  
4 .  出 席 者 3 8 人  

委 任 状 提 出 者 1 5 5 人  
合 計 1 9 3 人  

5 .  開 会  
6 .  会 長 挨 拶  
7 .  議 長 選 出 ・ 書 記 任 命  

大 宮 中 央 総 合 病 院 川 久 保 彰 人 氏 選 出 、

書 記 に 埼 玉 県 立 が ん セ ン タ ー 桂 慎 也 氏 、

指 扇 病 院 藤 川 真 帆 氏 が 選 出 さ れ た 。  
8 .  議 事 事 項  
・ 平 成 2 8 年 度 事 業 報 告  
・ 平 成 2 8 年 度 決 算 報 告  
・ 監 査 報 告  

事 業 監 査 報 告  
会 計 監 査 報 告  

・ 平 成 2 9 年 度 事 業 計 画 案  
・ 平 成 2 9 年 度 予 算 案  
・ そ の 他  
9 .  議 事 の 経 過  

総 会 出 席 者 の 審 査 の 結 果 、 本 総 会 は 成

立 す る 旨 、 報 告 さ れ た 。  

 
平 成 2 8 年 度 事 業 報 告 を 高 嶋 会 長 が 報

告 。  
平 成 2 8 年 度 決 算 報 告 を 徳 田 会 計 が 報

告 。 監 査 報 告 は 濱 守 誠 氏 、 尾 形 智 幸 氏 に

よ り 、 事 業 が 適 正 に 行 わ れ た 。 ま た 、 収

支 共 に 会 務 ・ 事 業 に 対 し 健 全 に 行 わ れ て

い る と 認 め る 旨 を 報 告 し た 。 議 長 は 以 上

の 議 事 に つ い て 順 次 に 賛 否 を 諮 り 、 全 員

異 議 な く 承 認 さ れ た 。  
平 成 2 9 年 度 事 業 報 告 案 を 高 嶋 会 長 が

説 明 。 平 成 2 9 年 度 予 算 案 を 徳 田 会 計 が

説 明 。 議 長 は こ れ ら の 案 に つ い て 順 次 に

賛 否 を 諮 り 、 全 員 異 議 な く 承 認 さ れ た 。  
1 0 .   役 員 選 挙  

指 扇 病 院 石 川 氏 よ り 、 現 副 会 長 の 埼 玉

県 立 小 児 医 療 セ ン タ ー 山 口 明 氏 を 推 薦  
賛 否 を 諮 り 、全 員 異 議 な く 、平 成 2 9、3 0
年 度 第 六 支 部 会 長 は 山 口 明 氏 に 承 認 さ れ

た 。  
11． 閉 会  

以 上 の と お り 議 事 が 進 行 さ れ た こ と を

報 告 致 し ま す 。  
平 成 2 9 年 3 月 1 6 日 （ 木 ）  
指 扇 病 院 仙 波 亮
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平成 28 年度 第 3 回定期講習会報告  

埼 玉 県 立 小 児 医 療 セ ン タ ー 春 日 沙 織  
 
埼 玉 県 診 療 放 射 線 技 師 会 第 六 支 部 の 第 3 回 定 期 講 習 会 が 、平 成 2 9 年 2 月 23

日 に 指 扇 病 院 で 開 催 さ れ 、 参 加 人 数 は 47 人 で あ り ま し た 。 今 回 の 講 習 会 は 、

メ イ ン テ ー マ を 「 骨 盤 部 MRI 検 査 の 基 礎 」 と し 、 上 尾 中 央 総 合 病 院 の 渋 江 芙

美 香 氏 に「 子 宮 卵 巣 MRI」に つ い て 、埼 玉 県 立 が ん セ ン タ ー の 山 内 辰 雄 氏 に「 骨

盤 部 （ 消 化 管 ・ 前 立 腺 ・ 膀 胱 ） MRI」 に つ い て ご 講 演 い た だ き ま し た 。  
渋 江 氏 の 講 演 で は 、子 宮 卵 巣 の 解 剖 や 疾 患 に つ い て の 説 明 、撮 像 時 の 工 夫 ・

ポ イ ン ト な ど を 解 説 し て い た だ き ま し た 。「 こ の 疾 患 は T 1 強 調 画 像 で は こ う

見 え る 、 T 2 強 調 画 像 で は こ う 見 え る 」と い う よ う な 説 明 を 細 か く し て い た だ

き 、ま だ M R I を 始 め た ば か り の 新 人・若 手 で も す ぐ に 臨 床 の 場 で 生 か せ る よ

う な 内 容 で あ り ま し た 。 ま た モ ー シ ョ ン ア ー チ フ ァ ク ト 対 策 に つ い て も 、 そ

れ ぞ れ の 方 法 の 特 徴 、 使 い 分 け の ポ イ ン ト を お 話 し し て い た だ き 、 子 宮 卵 巣

M RI 以 外 の 検 査 に も 役 立 つ 知 識 も 豊 富 に 盛 り 込 ま れ た 講 演 で し た 。  
山 内 氏 の 講 演 で は 、 主 に 消 化 管 に つ い て の 解 剖 、 症 例 紹 介 を し て い た だ き

ま し た 。 知 識 量 が 大 変 豊 富 で 、 大 腸 の 解 剖 に つ い て 押 さ え て お く べ き ポ イ ン

ト や 、 大 腸 癌 の 局 所 評 価 ・ 手 術 方 式 ま で お 話 し し て く だ さ い ま し た 。 消 化 管

M RI に 関 す る 多 く の 症 例 を 取 り 扱 い 、 実 際 の 画 像 を 提 示 し て 詳 し く 解 説 し て

い た だ き ま し た 。 M R I 検 査 は 、 事 前 に 疾 患 に 関 す る 知 識 や 解 剖 、 撮 像 す る と

き に 見 な く て は な ら な い ポ イ ン ト な ど を し っ か り と 押 さ え た 上 で 検 査 を す る

こ と が 重 要 で あ る と 、 改 め て 感 じ る こ と が で き る 講 演 で あ り ま し た 。  
ま た 今 回 、 講 習 会 後 に ア ン ケ ー ト を 取 ら せ て い た だ き ま し た 。 参 加 者 の 皆

さ ま か ら の 率 直 な 意 見 ・ 感 想 や 、 今 後 の テ ー マ に つ い て の 希 望 な ど を 伺 う こ

と が で き ま し た の で 、 こ こ で 得 ら れ た 結 果 を 今 後 の 講 習 会 の 参 考 に さ せ て い

た だ き た い と 思 い ま す 。 ア ン ケ ー ト に ご 協 力 い た だ い た 参 加 者 の 皆 さ ま 、 あ

り が と う ご ざ い ま し た 。  
 
い ず れ の 講 演 内 容 も 当 セ ン タ ー で は 見 る こ と の な い 症 例 ば か り で 、 大 変 勉

強 に な り ま し た 。 新 人 ・ 若 手 は 特 に 「 M R I は 難 し い 」 と い う イ メ ー ジ を 持 ち

や す い よ う に 思 い ま す が 、 今 後 も 第 六 支 部 の 定 期 講 習 会 は 、 誰 も が 気 軽 に 足

を 運 ん で く れ る よ う な 講 習 会 を テ ー マ に し て 開 催 し て い く 予 定 で す 。 今 回 は

骨 盤 部 に 限 定 し た M R I 検 査 の 講 習 会 と な り ま し た が 、今 後 ま た 機 会 が あ れ ば

他 部 位 の MRI 検 査 の 基 礎 に つ い て の 講 習 会 も ぜ ひ 開 催 し た い と 考 え て い ま す 。 
最 後 に こ の 場 を お 借 り し て 、 ご 講 演 い た だ い た 演 者 の 方 々 と 、 企 画 協 力 し

て も ら っ た 第 六 支 部 役 員 各 位 に 深 く 感 謝 申 し 上 げ ま す 。  
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第六支部役員退任挨拶  
 

・丸山 記念総合 病院 高嶋 豊  
 

支 部 会 長 職 を 通 じ て 、 た く さ ん の こ と を 学 ば せ て い た だ き ま し た 。 臨 床 現

場 で は 経 験 で き な い よ う な 人 と の 関 わ り 、 ま た 多 く の 方 の 医 療 に 対 す る 考 え

方 な ど た く さ ん の こ と を 学 べ る 良 い 機 会 で し た 。 そ し て 、 多 く の 面 か ら 一 つ

の こ と を 見 る と い う 、 当 た り 前 の よ う な こ と が 必 要 と さ れ る 場 面 が た く さ ん

あ り ま し た 。  
３ 月 を 迎 え 、 退 職 や 卒 業 式 な ど 新 た な 環 境 へ 移 ら れ る 方 も 多 い 時 期 か と 思

い ま す 。 新 し い 環 境 で の 人 間 関 係 や 経 験 も 一 か ら 作 り だ さ な け れ ば な り ま せ

ん 。 新 た な 環 境 へ 飛 び 出 す こ と は 不 安 や 希 望 な ど が 入 り 混 じ り ま す が 、 心 を

成 長 さ せ る た め の チ ャ ン ス で も あ る と 考 え ま す 。 そ う い う 時 こ そ 、 人 の 思 い

や り や 優 し さ を 敏 感 に 感 じ 取 る こ と が で き る の で は な い か と 感 じ ま す 。 そ し

て 人 と の つ な が り や 相 手 を 思 い や る 気 持 ち の 大 切 さ に 気 付 く こ と の で き る 良

い 機 会 だ と 思 い ま す 。  
こ れ か ら は ま す ま す Ｉ Ｔ 社 会 が 進 み 、 Ａ Ｉ と の 共 存 が な さ れ て き ま す 。 医

療 現 場 に お き ま し て も Ａ Ｉ の 進 歩 は め ま ぐ る し く 、 機 械 に 任 せ る こ と が 多 く

な っ て く る と 思 い ま す 。 そ ん な 中 で 、 心 の 成 長 、 人 に 対 す る 思 い や り を お ろ

そ か に し て は い け な い と 感 じ ま す 。 こ れ は 医 療 の 臨 床 現 場 で も 、 ま た 人 と の

つ な が り の 間 に お い て も と て も 重 要 な こ と で す 。 ど ん な に Ｉ Ｔ 社 会 が 進 ん で

も Ａ Ｉ が 増 え て も 最 後 に 人 を 動 か す の は 人 の 心 で す 。 心 を 育 て る の は 並 大 抵

の こ と で は あ り ま せ ん 。 大 人 に な っ た 現 在 で も 人 に 対 す る 感 情 や 思 い や り を

学 ぶ こ と が た く さ ん あ り ま す 。 日 々 の 臨 床 現 場 で も 多 く の 患 者 さ ま と 接 す る

機 会 が あ り ま す 。 業 務 に 追 わ れ 、 人 に 対 す る 対 応 を お ろ そ か に し な い よ う 心

掛 け て い こ う と 思 っ て い ま す 。  
こ の た び は 支 部 会 長 と い う 貴 重 な 経 験 を さ せ て い た だ き ま し た こ と を 感 謝

申 し 上 げ ま す 。 ま た 、 数 年 間 の 役 員 活 動 時 、 私 を 支 え て く だ さ っ た 皆 さ ま 方

に も 心 よ り 感 謝 申 し 上 げ ま す 。 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 

・ 指扇病 院 仙 波亮  

 
総 務 と し て 3 年 間 、 広 報 と し て 3 年 間 務 め さ せ て い た だ き ま し た 。 会 長 を

は じ め 、 役 員 の 皆 さ ま に 支 え て い た だ き 、 無 事 に 任 期 を 全 う す る こ と が で き

ま し た 。 ま た 第 六 支 部 に は 、 院 内 で は 得 る こ と の で き な い 貴 重 な 経 験 を さ せ

て い た だ き 、 大 変 感 謝 し て お り ま す 。  
今 後 は さ ま ざ ま な 行 事 へ の 参 加 と い う 形 で 、 第 六 支 部 へ 貢 献 さ せ て い た だ

き た い と 考 え て お り ま す 。 6 年 間 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  
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・ さ いた ま北部 医療セ ンター 竹内 信行

 
さ い た ま 北 部 医 療 セ ン タ ー の 竹 内 で す 。 月 を も っ て 第 六 支 部 役 員 を

退 任 さ せ て い た だ く 事 に な り ま し た 。 任 期 の 間 た く さ ん の 技 師 の 方 々 と 接 す

る 機 会 が あ り 他 施 設 で の 撮 影 方 法 や そ の 苦 労 話 な ど 多 く の 事 を 聞 き 、 自 分 の

施 設 に 何 か フ ィ ー ド バ ッ ク さ せ る こ と は な い か と 考 え な が ら 努 め て き ま し た 。

恥 ず か し な が ら 第 六 支 部 に 貢 献 で き た こ と は 少 な い で す が 、 こ れ ま で 役 員 と

共 に 務 め て き た 方 々 に は 大 変 感 謝 し て い ま す 、 あ り が と う ご ざ い ま し た 。 こ

れ か ら も 第 六 支 部 の 発 展 を 陰 な が ら 応 援 さ せ て い た だ き ま す 。

 
・ 埼玉県 立がん センタ ー 辻 村 明 日香  

 
埼 玉 県 立 が ん セ ン タ ー の 辻 村 で す 。 こ の 月 で 六 支 部 役 員 を 退 任 さ せ て い

た だ く こ と と な り ま し た 。 気 付 け ば 丸 年 、 学 術 、 総 務 、 編 集 と や ら せ て い

た だ き ま し た 。何 年 た っ て も 必 死 に 他 の 皆 さ ま に つ い て い く ば か り で し た が 、

色 々 と 交 流 が で き 非 常 に や り が い が あ り ま し た 。 こ れ か ら は 一 会 員 と し て 今

後 の 六 支 部 の 勉 強 会 な ど に 参 加 し て い き た い と 思 い ま す 。 今 ま で あ り が と う

ご ざ い ま し た 。


